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「ＷＯＲＫ分析を使おう 合格数編」

ＷＯＲＫ分析もＪＰ分析同様に、シートに合格した銘柄数を数える合格数検索がありま
す。

そして、合格した銘柄数をグラフに表示するにはチャートから行います。

一連の手順を解説します。

■合格数を調べる

例．２０日カイリ －１０以下

まずはＷＯＲＫシートで下記のように設定します。

日足５５番シートを使いました。

周期は「２０」と１つしか使いませんので「短」の項目に入力していきます。
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「合格数検索」で下記のように設定します。

今回は、日経平均採用銘柄の合格数調べます。

「実行」をクリックすると銘柄が回り出し、すぐに画面が消えます。

対象が２２５銘柄しかないため処理時間はかかりません。

ここまでの手順で合格数が保存されています。

次は、チャートから合格数のグラフを表示させてみましょう。
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■合格数を表示させる

「機能」→「ＷＯＲＫ合格数」→「合格数表示」をクリックします。

「５５」と入力し「ＯＫ」をクリックします。
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チャートの下に合格数グラフが表示されます。

■いろいろな合格数グラフ

では次に２５日移動平均線が上向きとなった銘柄数を調べてみましょう。

上向きの設定は、昇降の項目に「１」を入れます。５７番シートを使いました。
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「機能」→「ＷＯＲＫ合格数」→「％表示」

今度は、数ではなく％表示でグラフをみてみましょう。

「５７」と入力し「ＯＫ」をクリックします。
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このように表示されます。

続けて、２５日移動平均線が下向きとなった銘柄数を調べてみましょう。

下向きの設定は、昇降の項目に「３」を入れます。５８番シートを使いました。
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こちらも％表示です。

このグラフに先の「２５日移動平均線が上向きとなった銘柄数のグラフ」を重ねて表示
させてみましょう。

「機能」→「指標」をクリックします。
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指標選択画面が表示されます。

ここで、「重書き」と「目盛合わせ」の両方にチェックを入れます。

「機能」→「ＷＯＲＫ合格数」→「％表示」から５７番です。

上向きと下向きのグラフですから、正反対の表示となります
それぞれのグラフをこのように重ねて表示させると、それがよく分かります。
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１４日 相対力指数（ＲＳＩ）の５０以上と５０以下のグラフ

相対力指数は０から１００の間を動く指標です。その中心は５０。

５０を中心に正反対のグラフ表示となります。

順位相関係数は－１００から１００の間を動く指標なので、中心は０です。

０以上と０以下のグラフを重ねると上の相対力指数のグラフと同様に正反対の表示とな
ります。

正反対のグラフを重ねて表示させると何か発見があるかもしれません。

合格数グラフの元となるデータはＣＳＶファイルに保存されています。

「合格数検索」を実行すると勝手にＣＳＶファイルが作成されます。
ＥＸＣＥＬなどで表示も出来ます。

保存場所は[C:\WinJPDta]フォルダ中

ファイル名は、例えば５８番であれば、

日足 WorkDay58.csv
週足 WorkWek58.csv
月足 WorkMon58.csv

となります。
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内容

Ｄ列が％です。

Ｃ列が数です。


